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　動物系統分類学Ⅱ、動物系統分類学実験Ⅰ・Ⅱ、　

研究領域　動物系統進化、分子系統学

研究テーマ

　カブトガニ類およびクモ類の生物進化とヘモシアニン

の分子進化

研究概要

　現存４種のカブトガニ類の系統進化を解明するため

に、生息地調査、配偶行動比較、種間雑種胚の発生能比

較、ヘモシアニンサブユニットの抗原性比較、ミトコン

ドリアの 16SrRNA とチトクロムオキシダーゼの塩基配列

比較、ヘモシアニンサブユニットのアミノ酸配列比較な

どの研究を行ってきた。形態形質に基づく分岐分類学的

分岐パターンは人工交雑実験結果から推定されたカブト

ガニ類の分岐パターンと一致しなかった。ヘモシアニン

に対するウサギ抗血清を用い求めた免疫学的距離データ

は後者を支持した。チトクロムオキシダーゼの塩基配列、

１６ＳｒＲＮＡの配列および血液凝固タンパク質（コア

ギュローゲン）のアミノ酸配列データは、それぞれ異な

る分岐パターン（系統樹）を与えた。

　現在は、ヘモシアニンサブユニットのアミノ酸配列を

調べ比較することにより、それらを持つ生物（主にカブ

トガニ類やクモ類の鋏角類およびエビ類やカニ類）の系

統進化と生物進化に伴うヘモシアニン分子の進化を解明

する研究を行っている。
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カブトガニ 、マルオカブトガニ および それらの種間雑

種幼生

a：カブトガニ、　b：カブトガニ卵ｘマルオカブトガニ精子、ｃ：
マルオカブトガニ卵ｘカブトガニ精子、d：マルオカブトガニ．


